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出
産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
費
動

青

盛

平日

雄

人
口
統
計
に
於
け
る
季
節
的
費
動
の
研
究
は
時
宜
に
遁
す
る

と
は
云
へ
狂
い
に
し
て
も
、
強
ち
に
等
閑
腕
す
べ
か
ら
ざ
る
重

要
性
を
有
ナ
る
問
題
で
あ

ιぅ
。
之
は
統
引
賃
務
上

ι於
て
人

口
の
動
態
資
料
が
同
町
月
別
に
蒐
集
さ
れ
る
か
ら
利
用
さ
れ
る
ぽ

か
り
で
は
左
〈
、
寅
に
吾
人
の
祉
曾
生
活
が
気
象
の
境
化
と
い

ム
云
は
ど
同
然
的
在
る
傑
件
。
影
響
下
に
あ
る
こ
と
白
必
然
的

課
題
で
も
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
閥
勢
調
賓
D
如
き
人
口
静
態
調
査
に
於
て
は
、
凡
そ

如
何
左
る
時
轄
を
選
ぶ
の
が
最
も
安
定
的
に
し
て
通
常
友
る
人

口
献
態
を
察
知
同
来
る
か
の
問
題
と
相
関
聯
し
て
、
年
々
の
移

動
礎
化
を
記
録
す
る
人
口
動
態
に
於
て
は
一
筒
年
と
い
ふ
期
聞

を
更
忙
月
別
日
時
別
に
恒
分
し
て
観
察
す
る
と
と
は
頗
る
肝
要

を
事
項
で
る
る
。
吾
々
は
人
の
出
生
死
亡
来
住
往
住
及
び
婚
姻

出
産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
費
動

離
婚
と
い
っ
た
人
口
動
態
の
中
で
、
先
づ
出
産
現
象
に
就
い
て

之
が
月
別
の
季
節
的
友
る
鑓
動
を
槻
察
し
て
見
ょ
う
。

晶
畳
に
本
邦
に
於
け
る
出
産
現
象
に
閥
し
統
計
的
研
究
を
試
み

た
る
際
に
も
鯛
れ
た
る
如

h
V
現
賓
の
出
生
統
計
忙
は
案
外
に

も
届
出
の
建
延
従
っ
て
営
設
季
節
の
出
生
を
も
翌
月
や
翌
年
廻

し
に
す
る
が
如
き
茨
謬
が
多
い
の
で
、
此
の
酔
聞
に
関
し
て
資
料

的
吟
味
に
も
耐
へ
比
較
的
に
信
頼
件
を
有
ナ
る
と
考
へ
ら
れ
る

地
域
の
向
車
也
統
計
に
基
い
て
研
究
を
進
め
よ
う
。
此
際
一
般
に

使
用
さ
れ
て
居
る
戸
籍
周
出
の
み
に
依
る
内
閣
統
計
局
調
査
白

月
別
出
生
数
と
比
較
一
割
問
一
し
で
も
煩
る
興
味
あ
る
問
題
を
提
伏

す
る
と
思
ふ
が
、
葱
で
は
縄
れ
注
い
で
置
く
。
唯
簡
翠
に
注
意

し
て
置
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
年
末
に
山
川
生
せ
る
者
の
申
で
特

に
女
児
を
努
年
の
出
生
と
し
て
届
出
で
る
傾
向
も
少
左
く
、
産

婆
の
出
産
取
扱
周
の
居
間
働
行
に
依
擁
せ
る
が
故
に
か
、
此
地

域
に
於
て
は
十
一
一
月
に
於
け
る
出
生
教
が
可
成
り
高
〈
、
前
後

白
月
と
格
段
た
る
凌
動
が
左
〈
、
年
に
よ
る
と
一
月
よ
り
も
寧

る
十
三
月
の
方
が
同
生
敬
の
多
数
で
あ
る
己
と
さ
へ
も
あ
る
。

殊
に
近
年
は
切
符
制
共
他
の
調
査
の
寅
施
に
伴
っ
て
、
出
生
届

第
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出
産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
費
動

に
於
け
る
伺
洩
れ
の
如
昔
は
次
第
に
減
少
し
て
居
る
際
だ
か

ら
、
本
論
の
如
く
比
較
的
最
近
の
割
合
に
正
確
在
る
統
計
資
料

社
取
扱
ふ
意
義
は
出
産
の
季
節
的
鍵
動
D
員
賓
相
に
近
迫
し

得
る
轄
に
於
て
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

拐
、
吾
々
は
先
例
の
如
く
出
生
と
死
産
と
を
合
む
出
産
現
象

に
於
け
る
季
節
的
竣
動
が
或
は
出
生
子
の
男
女
別
に
閥
聯
あ
り

ゃ
を
検
討
し
、
安
に
楠
山
川
と
私
出
と
を
匝
別
せ
る
揚
合
に
如
何

た
る
時
候
忙
於
で
婚
姻
外
の
男
女
闘
係
が
超
る
か
に
就
い
て
解

明
し
、
最
後
に
斯
る
出
産
白
事
責
よ
り
湖
及
計
算
す
れ
ば
春
夏

秋
各
に
於
け
る
本
邦
D
妊
娠
出
産
能
力
に
は
如
何
友
る
消
長
あ

り
や
、
そ
の
一
妊
争
能
力
の
季
節
的
鑓
動
の
程
度
を
測
定
す
る
こ

-
R

が
本
稿
町
一
目
的
と
な
ら
う
。

序
に
斯
る
出
産
力
む
一
ヶ
年
を
遡
期
と
す
る
費
動
原
因
に
就

い
て
は
、
帥
附
古
市
の
考
究
問
題
と
し
て
指
示
す
る
に
止
め
、
戦
時

下
の
所
調
る
人
口
靖
施
政
策
へ
む
参
考
に
資
し
た
い
と
思
ふ
。

西
欧
で
は
古
か
ら
子
供
D
比
較
的
多
〈
生
れ
る
の
は
一
一
円
で

あ
り
、
之
は
大
般
に
於
て
前
年
D
五
月
に
於
で
受
胎
せ
る
も
の

億
五
十
三
春

で

あ
る
と
r: 
l主
れ
し

庖
る')五

蓄え
に

寄
々
人
類
の
繁
殖
力
fc: 
影

第
五
輯

O 
i¥. 

響
を
及
ぼ
す
ヱ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
か
に
季
節
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ

る
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
人
聞
の
出
産
頻
度
が
季
節
的
に
不
均
等
社

る
己
と
に
闘
ナ
る
注
同
は
、
近
代
迄
に
徐
り
排
は
れ
て
は
屑
社

4 ぃ
~ 

5 ベ
。、ル

やヌ
ケ 1
トイ

レの
l 指
。摘
語、す

互る
鬼~)p斤
にに
{l< 依
るれ
十r.r
jL 、
~t ウ'
F巴ィ
初
~レ

にノレ
方~メ

け
る
俳
蘭
西
及
び
和
蘭
の
十
年
間
前
後
に
亙
る
平
均
出
生
教
を

以
て
最
初
と
す
る
模
様
で
あ
る
。
共
の
結
果
の
要
約
E
簡
保
書

に
す
れ
ば
突
の
如
〈
で
あ
る
。

，~ -
) 

各
月
の
出
生
数
は
極
め
て
不
均
等
で
あ
る
。

( 

) 

十
一
月
よ
り
四
月
に
至
る
冬
季
の
六
ヶ
月
が
夏
季
上

り
も
一
騎
多
〈
の
出
生
が
あ
る
。

( 

) 

同
生
の
最
高
は
一
一
月
(
又
は
三
月
)
で
あ
り
、
最
底
は

六
月
(
又
は
む
月
)
で
あ
り
、
従
っ
て
受
胎
の
最
高
は
五

月
で
あ
り
設
底
は
九
月
で
あ
る
。

四

月
別
出
生
白
最
高
は
最
底
よ
り
約
2
一7
だ
け
多
い
。

(
五
)

叶
合
に
於
て
は
都
合
よ
り
も
猫
一
暦
月
別
出
生
数
。

不
均
等
は
甚
だ
し
い
。

1. Ulm Populationi!;tik od. Bevδlkerung.~wissenschaft目 I王tR肝 nOlllli，f:h 
1840， S. I04 
平、山村共謀「ケトレー人聞に就いて」改造文庫、上巻、百頁。4) 



出産月別主出生性比

zl時|同[死産設1死産事(生比 性比性比
月 15，278 727 4.7 106.0 

冬
二月 11，O72 697 4.9 105.3 106.7 I 97.1 
三月 12，931 597 4.6 105.3 104.9 I 108.2 

9，015 
五H 7，795 519 6.6 j 105.2 106.2 I 98.6 
プ守月 7，474 516 6.9 f 107.2 106，9 i l08J} 

夏 七月 7，767 088 7.4 1]3.1 113.2 113.1 
八月 8，674 654 7.6 106.3 106.3 105.0 

ト一一
九月 10，740 725 6.7 104.7 104.8 104.0 

737 6.8 107.7 

12，34.'J 720 5.8 '105.5 105.5 I 106.0 

各 13，664 721 -5.3 109.1 108.3 i 11.8，9 

年糟計 I128，376 5.4 106.5 I 削 7 105.1 

表第
摘

死
産
事
は
出
生
設
百
人
に
つ

死
産
胎
数
を
示
す

然
ら
ば
現
代
の
吾
園
に
於
け
る
月
別
山
川
墜
と
出
生
性
比
と
の

問
産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
費
動

関
係
如
何
を
上
掲
せ
る
第
二
ま
か
ら
槻
察
し
て
見
ょ
う
。
認
に

は
一
ヶ
年
間
に
於
け
る
出
生
現
象
の
み
を
取
扱
ひ
、
都
郁
別
は

問
題
と
し
友
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
十
三
官
同
人
に
粟
ん
と
す
る
大

数
は
決
し
て
偶
然
的
縫
動
の
み
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、

H
一
般
に
戦
宰
や
事
費
と
い
っ
た
社
合
的
務
動
に
尚
来
す
る
婚

姻
率
の
務
化
白
直
接
影
響
を
も
脱
れ
て
ゐ
る
貼
で
も
遡
営
危
る

時
期
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

第
一
去
に
於
け
る
我
闘
の
出
生
数
白
月
別
も
確
か
に
不
均
等

を
呈
し
、
所
謂
る
早
生
れ
を
含
む
冬
期
大
ヶ
月
間
の
出
生
は
、

夏
季
の
一
出
生
よ
り
も
多
〈
、
民
の
比
例
は
殆
ん

E
六
割
四
で
あ

る
。
蕊
で
月
別
の
高
さ
を
比
校
せ
ん
が
鴻
に
は
、
毎
月
白
日
数

を
以
て
除
し
た
一
日
台
り
山
川
産
教
を
算
出
せ
ね
ば
た
ら
自
の
で

後
半
の
推
論
は
弐
節
以
下
に
護
る
外
は
友
い
。

拐
、
本
稿
で
の
問
題
は
山
川
生
に
殆
ん

E
比
例
し
乍
ら
而
も
僅

か
一
ヶ
月
先
行
し
て
費
動
す
る
と
見
倣
さ
れ
る
死
産
の
務
動
を

毎
月
の
山
川
生
首
り
死
産
率
に
於
て
考
察
し
、
之
が
出
生
性
比
に

影
響
す
る
か
と
の
所
謂
る
生
れ
月
P
神
秘
に
関
聯
し
て
ゐ
る
。

併
し
乍
ら
一
般
に
山
生
教
の
減
退
忙
山
来
す
る
夏
季
の
死
産
率

第
五
十
三
巷

主
人
九

第
主
掠

O 
ブL



出
産
統
計
に
挫
け
る
季
節
的
費
動

上
昇
が
必
宇
し
も
出
生
性
比
に
於
け
る
男
性
超
過
李
白
減
少
を

伴
は
白
事
寅
か
ら
師
納
す
れ
ば
、
既
往
数
ヶ
年
の
悉
制
な
る
分

析
に
も
拘
ち
ゃ
、
季
節
が
州
生
性
比
に
影
響
す
る
と
白
命
題
は

知成
〈立、L
冬難
iJ> し、
ら。

春従
にっ
かて

けマ， 
男ヤ
児 lノ。
〈
、〈

夏 E
か冨
ε入戸

秋万三

に白

至稽
るす
迄る

は
女
児
割
合
が
多
い
と
の
推
論
は
、
少
く
と
も
本
邦
統
計
資
料

の
意
味
す
る
所
と
矛
盾
す
る
。
さ
れ
ば
死
産
翠
高
き
私
生
子
及

ぴ
庶
子
の
出
生
性
比
を
考
究
し
て
見
て
も
、
季
節
の
出
生
児
槌

相
に
及
ぼ
す
影
響
に
闘
し
て
は
何
等
積
極
的
註
解
説
は
潟
し
特

色
と
謂
は
ね
ば
友
ら
由
。
例
へ
ば
戦
時
山
川
生
に
於
て
男
児
超
過

率
の
上
昇
を
す
ら
も
斯
る
気
候
白
長
期
聞
に
亙
る
鑓
動
に
求
め

払
ぽ
及
ら
白
が
如
き
議
論
に
は
、
到
底
賛
成
し
得
た
い
で
あ
ら

う
。
議
で
は
月
別
出
生
性
比
は
格
別
白
法
則
性
注
し
と
断
定
す

る
外
は
な
い
。

E
口
々
は
弐
に
嫡
出
と
私
出
と

E
針
比
し

τ出
生
の
季
節
的
援

動
を
観
察
し
上
う
。

閏
年
に
は
山
内
産
又
は
双
生
子
が
多
い
と
の
俗
説
は
論
外
と
し

第
五
十
三
巻

五
九
O

第
五
競

O 

季候 出生「月 lT平均|月別問河|私塁|順|競
月別嫡出生|私庶iI'扇面AT両亙出生 牧

冬

一月 I432.1 60.7 I 140.0 I山L2=I (8)~ 
二月 357.2 i 53.3 I 115.6 I 127.3! 12.9δ 

三月 12.4 ( 7) I六月
拍手 四月 261.5 139.0 1 84.9 1 93.3 13唱。 ( 4 ) 七月
守主月 13.7 ( 3 ) J¥月

フそ月 213.9 I 35.2 I 69.0 I 84.2 14.1 (2) 九月

夏 七月 21503M7001850  14.5 ( 1 ) 十月

八月 243.9 1 35.9 1 79.2 1 86.0 12.8 (6) +ー月

JD3.2 九月 318.3 39.7 95.0 11.1 ( 9 ) +二同

枇 十月 308.8 37.2 99.9 89，0 10.7 (10) ー月

十一月 334.5 43.6 108.3 104.3 10.6 (11) ='11 
事|十一月 404.7 36.1 127.8 86.3 8.4 (12) 三月

年平均|田8.9.I~J-=回月 I 1∞が \~119% I 

嫡私間出阜の月別推移表第
摘
要

(町(1

の私て月私
割問算別庶
合出自指止
を生せ教と
示事るはは
ずはも夫庶
。出の々子
生でのJk.
綿あ年u'
数る平私
百。均生
に'見
封日を
す前合
る り算
庶出す
子生 0

2定数
びを
私百
生と
>G し

p) 

1926， 'T'iibingen Bev..st. Rd. II G. v ちfay:r; St. u. Gesellschaftslehre， 
S. 289 
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て

も

一
一
月
に
廿
九
日
あ
る
営
該
年
度
で
は
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
夏
を
中
心
と
す
る
時
期
と
共
他
の
時
候
と
に
二
分
す
る
の

に
便
利
で
あ
る
。
毎
月
の
出
生
教
を
夫
々
の
日
数
で
割
っ
て
、

一
日
首
り
平
均
出
生
教
を
算
出
し
た
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
冬

季
に
於
て
夏
季
よ
り
も
出
生
多
苦
は
、
嫡
出
及
び
私
向
に
共
通

左
る
現
象
セ
あ
る
が
、
金
年
の
肉
生
教
を
一
と
す
れ
ば
嫡
出
に

於
て
は
冬
季
が
六
割
を
超
え
る
白
に
謝
し
て
、
私
山
内
に
て
は
共

土
り
四
分
飴
り
少
い
。
第
二
表
。
右
に
掲
出
せ
る
月
別
指
数
や

全
出
生
教
に
於
け
る
私
出
の
割
合
で
示
せ
る
順
位
番
競
で
も
判

明
す
る
如
〈
、

一
般
的
に
は
夏
季
の
出
生
が
寡
少
で
あ
る
己
と

は
勿
論
で
あ
る
が
、
唯
摘
出
子
と
比
較
し
て
私
出
品
生
白
場
合

が
多
少
乍
ら
夏
季
を
中
心
と
す
る
季
節
に
増
加
し
て
ゐ
る
己
と

は
、
道
徳
統
計
白
立
場
か
ら
は
腐
る
興
味
深
く
覚
え
ら
れ
る
で

あ
ら
う
。
換
一
一
目
す
れ
ば
受
胎
及
び
妊
娠
白
時
期
が
普
通
出
産
の

償
少
な
る
夏
季
に
於
て
比
較
的
に
出
生
減
退
白
程
度
が
軽
微
で

あ
h

り
、
従
っ
て
一
年
間
に
於
貯
る
鑓
動
の
幅
も
狭
い
己
と
を
示

し
て
居
る
。
若
し
も
人
口
増
殖
が
無
批
判
に
要
請
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
斯
様
に
繁
殖
力
減
退
の
秋
に
割
合
に
妊
娠
歩
合
を
減
少

出
産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
整
動

せ
ざ
る
私
山
内
出
産
自
保
護
奨
励
が
肝
要
注
り
と
の
謬
説
主
主
張

ず
る
の
矛
盾
に
ナ
ら
陥
る
虞
れ
が
皆
無
と
は
云
へ
血
で
あ
ら
う

が
、
私
生
子
D
奨
励
不
可
は
後
に
説
〈
如
く
で
あ
る
。

+
ー
に
は
嫡
山
円
出
生
に
常
然
在
る
影
響
を
有
す
べ
き
婚
姻
白
季

筒
に
就
い
て
考
察
を
進
め
よ
う
。
誰

L
も
容
易
に
摂
像
し
得
る

知
〈
、
焼
姻
の
脇
山
川
は
出
産
以
上
に
遅
延
し
易
い
我
闘
の
現
欣

か
ち
す
れ
ば
、
到
底
之
を
以
て
共
佳
に
婚
姻
の
季
節
と
速
断
す

る
蕗
に
は
行
h
ぬ
け
れ
ど
も
、
例
年
は
三
月
の
婚
姻
厨
が
最
も

多
〈
、
四
月
上
り
順
弐
減
少
し
て
七
、
八
月
の
候
に
最
小
を
一
端

し
、
九
月
よ
り
三
月
ま
で
耀
増
し
つ
、
、
共
聞
に
ト
月
及
一
月

に
梢
少
い
模
様
で
あ
る
。
抜
で
出
生
年
度
前
年
に
於
け
る
此
地

域
白
婚
姻
統
計
を
鼎
げ
る
徐
裕
が
た
い
己
止
を
遺
憾
と
す
る

が
、
例
年
の
習
慣
上
り
判
断
す
れ
ば
、
=
一
月
の
婚
姻
届
出
最
高

季
節
に
は
艶
化
な
〈
、
唯
幾
分
乍
ら
夏
季
に
於
け
る
婚
姻
を
増

加
し
、
且
つ
平
常
時
に
於
け
る
闘
滑
在
る
婚
姻
の
週
期
的
建
動

を
幾
分
乍
ら
凹
凸
あ
ら
し
め
で
ゐ
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

斯
く
て
毎
年
の
前
年
度
の
結
婚
者
が
共
後
一
ヶ
年
内
外
で
初

生
児
を
産
み
得
る
可
能
杜
は
頗
る
大
で
あ
る
と
し
て
も
、
現
寅

第
宜
十
三
巻
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出
産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
揮
到

の
営
該
一
ヶ
年
聞
に
於
け
る
出
産
曲
線
の
費
動
は
共
程
顕
著
と

は
見
倣
さ
れ
在
い
。
併
し
例
年
凸
三
月
に
於
け
る
婚
姻
届
出
の

増
大
は
春
季
に
於
け
る
受
胎
卒
の
最
大
と
も
一
致
し
て
居
る
。

若
し
肉
生
の
順
序
数
に
於
て
三
番
目
以
後
り
出
産
の
季
節
を
捌

査
し
得
れ
ば
、
婚
姻
制
度
に
直
接
影
響
さ
れ
な
い
自
然
的
在
る

妊
娠
の
季
節
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
が
、
芯
制
在
る
受
胎
シ

l

ズ
ン
に
就
い
て
は
吠
節
の
課
題
に
譲
る
べ
き
で
あ
る
。

四

五
口
々
は
落
に
第
三
表
に
依
り
出
産
の
季
節
的
建
動
を
窺
ム
己

と
に
す
る
。
先
づ
出
生
月
別
に
於
て
は
六
、
七
月
を
最
底
と
し

て
一
、
十
二
月
白
最
高
に
遣
す
る
の
を
通
常
と
し
て
ゐ
る
が
、

死
産
の
季
節
的
鐙
動
に
於
て
は
最
底
は
一
ヶ
月
早
〈
五
月
に
来

り
、
最
高
は
慨
に
十
一
月
に
現
は
れ
て
居
る
。
己
の
事
賞
か
ら

推
断
し
て
妊
娠
四
ヶ
月
以
上
。
死
産
O
最
頻
値
は
約
九
ヶ
月
で

あ
る
と
謂
へ
ょ
う
o

ぞ
と
で
出
生
月
別
よ
り
朔
及
し
て
満
十
ケ

月
前
白
妊
娠
教
を
測
定
す
る
場
合
に
は
、
毎
月
の
商
品
産
は
忽
月

白
出
生
と
合
算
さ
れ
て
、
出
生
の
十
ヶ
月
前
に
湖
及
し
て
妊
娠

り
季
節
が
測
定
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
百
同
々
は
既
往
に
於
て
流
産

明讐l若者百事イ1月
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に
闘
し
て
何
等
信
槙
性
あ
る
統
計
を
得
て
ゐ
一
な
い
の
で
、
止
む

た
〈
斯
る
出
産
の
季
節
的
経
動
か
ら
妊
蚊
の
季
節
手
一
推
定
し
た

の
で
あ
る
が
、
之
で
も
四
季
の
務
越
と
人
類
受
胎
能
力
の
推
移

と
い
ふ
大
憾
の
附
聯
は
充
分
に
窺
知
出
来
よ
う
し
、
不
完
全
な

る
山
川
生
統
計
の
み
に
頼
る
の
よ
り
も
遁
か
に
ま
L
E
あ
る
。

斯
く
し
て
受
胎
の
季
節
は
阿
月
、
一
一
一
月
を
最
高
と
し
て
九
円

の
最
底
に
至
る
こ
と
は
枕
ん
ど
何
年
の
常
例
と
在
っ
て
ゐ
る
。

尤
も
妊
娠
率
に
闘
し
て
前
年
の
一
立
月
及
び
常
設
年
度
一
月
に
於

て
多
少
乍
ら
前
後
の
月
と
ギ
ザ

/
i
L
E
吊
す
る
山
川
高
曲
線
を
拍

い
て
は
居
る
が
、
大
局
に
於
て
闘
滑
に
し
て
典
槻
的
な
る
分
布

を
示
し
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
い
坪
月
の
同
年
は
個
別
を
採
れ
ば

不
均
等
に
見
え
る
け
れ

E
も
、
金
縛
と
し
て
は
時
候
の
推
移
に

伴
っ
て
寅
に
整
然
た
る
秩
序
を
呈
し
て
居
る
。

己
h

で
第
三
去
を
既
漣
の
阿
欧
の
同
生
季
節
と
比
較
す
れ
ば

出
産
D
最
高
を
示
す
山
は
一
ヶ
月
位
早
い
が
、
受
胎
の
最
底
を

思
は
せ
る
容
は
本
邦
と
同
じ
で
あ
る
。
部
ち
九
月
に
は
妊
娠
可

能
性
乏
し
く
、
五
月
の
死
産
及
び
六
月
の
間
生
を
最
小
左
ら
し

め
て
ゐ
る
。
と
の
最
底
と
最
高
と
の
差
額
は
殆
ん

E
九
十
五
%

出
産
統
計
に
世
け
る
季
節
的
捜
動

で
あ
り
、
最
も
受
胎
し
易
い
四
月
に
比
較
す
る
と
、
九
月
の
妊

娘
椋
力
は
約
1
-
2
に
低
存
し
で
居
る
。
以
上
の
出
産
に
於
け
る

季
節
的
経
動
の
犬
小
を
以
て
、

一
圏
或
は
民
族
の
抽
出
化
若
〈
は

退
化
の
現
象
と
見
倣
し
、
或
は
都
齢
人
口
や
自
然
氏
族
と
文
明

同
氏
の
同
別
に
依
り
斯
る
出
産
の
四
季
に
於
け
る
偏
差
の
多
少

が
決
定
さ
れ
る
と
の
見
解
も
頗
る
暗
示
に
富
む
と
調
へ
ょ
う
。

zmし
斯
る
山
川
市
町
頻
度
か
ら
人
類
白
受
胎
に
於
け
る
規
則
的
友

る
季
節
的
務
動
の
秩
序
が
視
察
さ
れ
得
た
の
だ
か
ら
、
共
底
に

は
何
等
か
の
生
物
事
的
又
は
生
珂
的
原
附
が
あ
り
、
或
は
己
白

自
然
的
作
用
を
妨
害
す
る
人
間
の
諮
意
的
行
動
が
存
す
る
と
と

も
考
へ
ら
れ
る
。
春
に
受
胎
多
〈
秋
に
妊
娠
少
き
は
草
在
る
気

候
の
中
庸
と
い
ふ
傑
件
以
外
に
、
何
等
か
の
澗
特
注
る
影
響
が

古
同
物
の
母
な
る
太
陽
と
地
球
上
の
生
物
と
の
聞
に
含
ま
れ
て
居

る
舎
で
あ
る
が
す
今
吾
々
は
之
以
上
に
季
節
と
出
産
と
り
闘
聯

に
就
い
て
憶
測
を
加
へ
る
べ
苦
で
は
友
い
。

五

以
上
簡
皐
乍
ら
最
近
白
本
邦
一
地
域
比
於
け
る
出
産
白
季
節

的
轡
動
に
就
い
て
統
計
的
解
説
を
試
み
た
事
に
依
っ
て
、
約
一

第
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出
産
統
計
に
揖
け
る
季
節
的
慶
到

世
紀
前
D
西
洋
と
最
近
一
年
間
白
東
洋
事
情
と
を
比
較
し
た
謬

で
あ
る
が
、
出
産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
媛
動
の
大
小
と
い
ふ

事
寅
は
一
図
の
出
産
力
の
消
長
と
重
大
友
る
関
係
が
あ
る
と
思

は
れ
る
。
例
へ
ば
上
惑
の
第
一
一
表
と
第
三
去
に
現
は
れ
た
る
婚

姻
外
白
出
生
か
ら
見
た
妊
娠
白
頻
繁
率
と
出
産
よ
り
推
計
せ
る

妊
苧
能
力
と
の
季
節
的
溌
動
に
存
す
る
比
一
峨
的
な
る
逆
比
例
の

関
係
乙
そ
、
極
め
て
志
義
深
き
問
題
古
一
暗
示
し
て
ゐ
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
郎
ち
一
地
で
私
生
率
と
妊
娠
率
と

D
季
節
に
於
て
密
接
な
る
逆
相
闘
の
閥
係
が
あ
る
事
貨
か
ら

俄
に
婚
姻
外
の
出
産
と
い
ふ
道
徳
統
計
的
指
棋
を
持
出
し
て
来

て
、
私
生
子
出
産
の
増
加
が
一
般
的
出
産
力
の
低
下
を
招
来
す

る
と
ま
で
飛
躍
的
師
結
を
急
ぐ
積
り
は
友
い
が
、
少
く
と
も
各

か
ら
春
へ
か
け
て
の
季
候
は
受
胎
に
好
遡
の
時
期
で
あ
り
、
夏

か
ら
秩
へ
の
推
移
は
妊
娠
に
趨
首
た
ら
ざ
る
季
節
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
共
の
問
に
於
て
人
間
の
生
組
や
心
理
に
作
用
す

る
自
然
的
社
合
的
環
境
の
差
異
を
示
す
範
時
と
し
て
と
の
季
節

の
問
題
を
提
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

斯
る
関
聯
ナ
る
所
多
き
問
題
は
濁
り
出
一
時
一
統
計
に
於
て
の
み

第
五
十
三
巻

回

五
九
回

第
五
識

在
ら
宇
其
他
の
人
口
動
態
統
計
に
於
け
る
季
節
的
獲
動
D
測
定

と
相
候
っ
て
ヨ
リ
一
居
根
本
的
在
る
研
究
と
な
る
で
あ
ら
う
。

例
へ
ば
婚
姻
や
移
休
又
は
死
亡
統
計
の
月
別
分
布
を
調
査
す
る

が
如
曹
は
共
白
顕
著
た
Z
寅
例
を
提
供
す
る
。
時
局
下
人
口
政

策
の
一
端
と
し
て
の
結
婚
奨
励
策
白
如
き
も
、
斯
る
妊
苧
能
力

に
作
用
す
ペ
昔
自
然
的
批
合
的
保
件
の
一
'
と
し
て

D
季
節
的
建

動
を
解
明
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
婿
姻
焚
闘
か
ら
直
ち
に
一
般

的
な
る
出
産
増
加
を
期
待
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
出

産
統
計
に
於
け
る
季
節
的
縫
動
を
知
る
D
必
要
は
、
唯
車
に
厚

生
省
の
施
設
と
し
て
今
秋
十
月
以
降
三
月
完
で
の
合
計
年
度
後

半
期
に
於
て
少
〈
ム
」
も
杢
年
白
出
生
議
定
数
白
六
割
の
裁
干
に

謝
す
る
産
着
を
準
備
す
べ
し
と
す
る
に
有
朋
た
る
知
識
を
授
砂

る
ば
か
り
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
人
口
政
策
が
閥
家
百
年
の
大

計
D
矯
に
出
産
奨
励
を
必
要
と
す
る
と
同
勢
さ
れ
る
友
ら
ば
、

人
口
増
加
の
同
然
的
立
ぴ
に
祉
舎
的
た
る
僚
件
に
闘
す
る
科
壌

的
た
る
研
究
む
輩
出
こ
そ
希
望
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
生
れ
よ

殖
え
よ
L

白
神
託
が
賓
践
さ
れ
得
べ
き
地
盤
D
足
閉
め
の
震
に

敢
て
徐
論
を
附
加
し
て
結
び
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

例年四王月の時候に貴子て朝日新聞主催にて全岡健康桂良見表彰あり、推理さ
れたる優良児中に所謂る早生れを告む満十一年半蔵未満のもの卸ち十月以降
翌年三月迄に生れたる者ほ十人中に僅かに一両人な n、以で生れ月に上る偏
陥なる取扱の著Lき貫例を供するも由と謂へょう。
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